
金沢市における
コミュニティ･スクールモデル校からの軌跡

学校が元気に! 地域が元気に!
～子どもの健やかな成長のために～

第１分科会

発 表 者 金沢市立中村町小学校 校長 松井 知佳子



・中村塾
・学習支援（中村音頭、昔遊び、裁縫、
福祉体験、クラブ活動等）
・行事支援（運動会、マラソン大会等）
・安全支援（登下校時の見守り、集団
登校見守り、あいさつ運動等）
・環境支援（学校花壇の花苗植え、草
取り、除雪活動等）
・図書館支援（朝の読み聞かせ、図書館
整備等）

金沢市立中村町小学校（中村町小学校運営協議会）基本情報

学校所在地 児童生徒数
学校運営協議会 地域学校協働活動

推進員等数設置年度 委員数 年間開催回数

石川県金沢市 ２９５名 平成２８年度 １５名 ３回 ４名

ぬくもりある学校での学び合う子の育成

学校教育目標

・市の中心部に隣接し、
古くからの町並みと新興
住宅が混在
・校区には犀川が流れ、
豊かな自然に触れられる
環境
・地域の伝統工芸に携わ
る方、金沢の歴史的建
造物により、地域で学び
を広げ深めることが可能
・学校に協力的で結束力
の強い育友会・地域

学校運営協議会の概要学校・地域の特徴

・町会連合会会長
・公民館長
・子ども会連合会長
・児童館長
・交通推進隊隊長
・地域コーディネーター
・学校薬剤師
・育友会
・小・中学校長

委員の構成

・学習・学力向上の取組
・中村塾
・豊かな心の育成に向けた取組
・「中村っ子をネットの危険から
守ります！宣言」作成
・健康や体力向上の取組
・「すこやか中村っ子の『おやす
み』タイム」作成
・防災クイズラリー 等

これまでの主な議題例

組織図

地域学校協働活動の
特徴的な取組や工夫など

 学校運営協議会

知の分科会 徳の分科会 体の分科会

地域学校協働活動

育友会
校区
各種
団体

1



コミュニティ・スクールの導入１

（１）コミュニティ・スクールのはじまり

◇めざすは、地域とともにある学校
テーマ： 学校が元気に！ 地域が元気に！

～子どもの健やかな成長のために～

◇平成28年4月

・コミュニティ・スクールモデル校に指定

・金沢市教育委員会の支援の下、規約や組織等の体制づくりを推進

◇初年度の年間計画
4月～8月

規約等体制づくり(視察、委員任命) ・・・主体は市教委・本校

9月～3月

学校運営協議会の実施(月1回程度）・・・主体は本校

地域学校協働活動事業と連携した取組 2



コミュニティ・スクールの導入１

（２）学校運営協議会の立ち上げ

◇第１段階 コミュニティ・スクールの周知

・概要を育友会や地域へ

・既存組織の委員に説明

◇第2段階 組織の構想及び委員の選定

・本校の特色と課題

・学校運営協議会の組織と委員の選定

◇第3段階 学校運営推進委員会の開催

・先進校の視察

・コミュニティ・スクールの在り方を提示

◇第4段階 学校運営協議会の開催
・本校の現状を説明

・知・徳・体の分科会で改善策について協議

どのような組織に
したらよいか？

立ち上げからどのように
軌道にのせるか？

教員が負担感を感じずに
やる気を引き出すには？

地域や保護者への周知
をどう図っていくか？

委員はどなたに
お願いするのか？
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学校の課題解決に向けた活動の充実を図るために２

◇児童の健やかな育成の向け、3分科会設置

学力向上  → 「知」の分科会

豊かな心の育成  → 「徳」の分科会

体力向上・健康増進 → 「体」の分科会

◇活動の充実を図るためのポイント
 ・学校と地域で目標・課題を共有
 ・“熟議”を大切にした分科会と全体会

     ・学校運営の質向上、教育活動の質向上、
 学校を核とした人づくり・地域づくりの推進

     ・３つの分科会は学校運営協議会委員と
 本校職員により構成し、協議を活性化

（１）３つの分科会における熟議
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学校の課題解決に向けた活動の充実を図るために２

コミュニティ・スクールの必要性

コミュニティ・スクールの実施にあたっての留意点

◇成果
 ・地域住民・保護者の学校運営への参画意識の向上と教育
 活動への理解の向上

   ・課題解決に向けて地域住民が参画した具体的活動の実施
   ・外部に意見を求める既存会議の一本化により業務を効率化

◇課題
・地域住民や保護者への取組内容のさらなる周知
・当事者意識を保ちながら継続的に行う工夫

（２）１年目の活動から見えてきた成果と課題
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コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的取組３

H26 H27 H28 H29 H30以降

H28 H29 H30以降

地域学校協働活動

連携・協働

地域コーディネーターを中心とした地域
ボランティアの参画により、子供達や学
校の教育活動を支える仕組み

学校が抱える課題の解決に向け、保護
者や地域の方々が学校とともに知恵を
出し合い、協議を深める（学校運営に
参画し、基本方針を承認）仕組み

コミュニティ・スクール

（１）保護者や地域住民による学校支援活動と
社会に開かれた教育課程の実現

学校支援地域本部
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コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の連携した取組３

（１）保護者や地域住民による学校支援活動と
社会に開かれた教育課程の実現

生活科「昔遊び」

登下校の見守り
（毎日）

朝の読み聞かせ
総合「校区の伝統
工芸・加賀友禅」

運動会・マラソン大会 集団登校の見守り
（毎月15日）

防災クイズラリー

学習支援 図書館支援

行事支援 安全支援 環境支援

花の苗植え作業
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コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的取組３

（２）周知の工夫
・コミュニティ・スクール
 だより
・学校だより
・リーフレット
・ホームページ
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持続可能な取組へ４

（１）学校運営協議会からの意見を学校評価に

学校自己評価
＋

児童アンケート
＋

保護者アンケート
＋

各種調査
＋

学校運営協議会
知・徳・体の視点から意見
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持続可能な取組へ４

◇議論の認識の統一

・どのような子供たちを育てていくかビジョンの共有

◇委員やボランティアの「やってよかった」のやり甲斐や喜び

＝家庭や地域の中で児童が成長していることを実感

◇地域の各団体とのさらなる連携・協働

→新しい人材の確保

◇より魅力あるコミュニティ・スクールの取組

学校が元気に! 地域が元気に!
～子どもの健やかな成長のために～

（２）継続的、安定的なコミュニティ・スクールをめざして
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